
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8号 令和３年 10月発行 

株式会社バイタルグリーン営業部 

新潟市西区曽和字沢田３６５－１ 

電話０２５－２１１－８５２０ 

sakamoto@vitalgreen.co.jp 

バッテリー・ＲＴＫはドローン用が使える 教習は標準 3日間 

ドローンとは違いラジコンカーの類の R150ですが、教

習が必要です。これは、「農業機械の自動走行に関する安全

性確保ガイドライン（令和３年３月 26日付け農林水産省生

産局長通知）に基づき実施するものです。また、試験に合格

すると認定証・IDが XAGより発行され操縦することがで

きるようになります。無人が故、安全走行のためご理解くだ

さいますようお願いいたします。 

 ﾊﾞｯﾃﾘｰ 

バッテリーや充電器、RTK 

固定局、端末（スマホ）は XAG 

社ドローンをお持ちの方は兼 

用できます。 

車両と ACS2のみで R150 

を導入できますので初期導入費用が大幅に軽減できます。 

デモ・見学会 

随時開催 

農
業
用
無
人
車
Ｒ

 

販
売
は
じ
め
ま
し
た 

XAGJAPAN社（XAG）は、6/10よ 

り農業用無人車 R150の販売を開始しま 

したが、当社の準備が整い、8月よりデモ 

ンストレーション活動を開始いたしました。 

R150は、液体の噴霧、粒剤の散布、草 

刈り、運搬と、多用途に使える車両です。 

作業ごとに機械を揃える必要がなく、 

初期投資を大幅に削減できます。ただ、現状では液剤散布・運搬のみの機能となっ 

ており、主に液剤散布での実演を行っております。 

R150の運転は、自動走行はスマートフォン、手動走行は ACS2（コントロー 

ラー）で行います。スマートフォンでは、アプリにより自動的にルートを生成し、その 

通りに走行します。田畑の肥料散布、薬剤防除、収穫物の運搬、農道畦畔の除草、潅 

水等々広範囲にご使用いただけます。 

まずは、もも、かき、たらのきに、より効率的な噴霧・走行方法の検討を行ってい 

ます。R150の能力にのみ頼って効率的に噴霧することは不可能であることを感 

じました。R150の持つ能力を把握したうえで走行場所・噴霧口の選択、風量・吐出量・噴霧角度・作物・植栽方

法等様々な条件を加味した上で噴霧方法を決定する必要があります。 

当社では、農薬販売で培ったノウハウや農薬メーカー様のご協力を得ながら最適な方法をオーダーメードで

検討いたしますので、ご興味のある方はぜひバイタルグリーンへお問い合わせ下さい。 

Ｒ150 ＪｅｔＳｐｒａｙｅｒ 噴口は 2種類 

R150の噴霧装置「ＪｅｔＳｐｒａｙｅｒ」は、通常の噴口と別売 

りの拡散用噴口の 2種類ございます。 

通常の噴口は直線的に噴霧をする形状となっており、片側 

6m程度（左右両方で 12m）の散布幅となります。別売りの拡散用噴口にすると、より広角 

に噴霧され、噴口に近い作物にも優しく面的に散布ができるようになっています。 

「ＪｅｔＳｐｒａｙｅｒ」は、直接作物に向けて噴霧をする点でスピードスプレイヤーと異なります。 

農薬の散布量が減らせる（登録の範囲内で）可能性もあります。 

Ｒ150 ３つのポイント 

①スマホで自動走行  ドローン同様ス
マートフォンで自動走行を行えます。 

ACS2で手動で走 
行させることもでき 
るので場面に応じて 
使い分けができま 
す。 

②無人で走行 R150 は無人で走行す
ることから、農薬の曝露がありません。
また、転倒・転落等の事故の際、運転者
への被害が極めて少なくなります。 
労働安全の面でも無人走行をする

R150はメリットが大きいと考えます。 

③4種の機能（予定） R150は噴霧だ
けではなく、運搬、粒剤（予定）、草刈り
（予定）と多用途に使えます。単一の機械
には能力面で R150 は劣りますが、導
入コストを抑えられ、運搬・収納・メンテ
ナンス等々の手間が少なく、コストパフ
ォーマンスに優れています。 

お待たせいたしました

久しぶりの発行は 

4 ﾍﾟｰｼﾞ拡大版！ 

（左）通常 （右）拡散 

（左）拡散 （右）通常 

もも にデモ散布 

たらのき にデモ散布 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業用無人車 R150 標準販売例 
＊商品の仕様は予告なく変更することがあります。スマホ・SIM は付属しません。ご自身でご準備ください。
SIMは指定業者以外のものでは動作しません。 

充電器も新登場 

【急速充電器（発電機）GC4000+】 
 新型充電器を約 11分/本で充電する
発電機。素早く充電が完了するためバ
ッテリーの初期導入コストを抑えるこ
とができます。 
 

【2020充電器】 
 新型充電器を約 30 分/本で充電す
る 100V用充電器。これまでの充電器
より 15 分程度早く充電ができるよう
になりました。 
 

 

RTK 基地局 上越に設置準備進む 本年中に設置を目指す 

RTK基地局は、建物等に常設される固定局で、電波の伝送範囲が広く、

位置精度がこれまで以上に高くなり、作業効率が格段に上がります。 

このたび、上越エリアに RTK基地局を設置することが決定し、その準備

を進めております（通信エリアのイメージは右図）。 

伝送距離は３０ｋｍとされていますが、実用的には糸魚川市や津南町まで

もカバーできるのではないかと思います。ただし、距離を保証するものでは 

ありません。また、基地 

局から遠い場合は接続 

に時間がかかったり、不 

安定になったりする恐 

れがあります。 

＊上越基地
局の場所は
イメージで
す。 
円は基地局
か ら 30 、
40、50ｋｍ
を示してい
ます。 

 

〇効率よく作業をできる 

〇農業機械の入替時期が来ている… 

〇散布作業を請負いたいが適する機種は？ 

〇だれでも使いやすいドローンがほしい！ 

〇「完全自動飛行」ってどんなの？？ 

〇コスパはどうなの？元とれるの？？ 

⇒P3０や R150で解決します！！ 

こんな時当社へご相談ください 

R150、トヨタ ハイエースに 
乗せてみた 
右の写真はトヨタハイエース 

（標準フロア）に乗せたときの 
写真です。タイヤハウスがあり 
ますが、左右各 3.5cm程度の 
空きができますので問題なく運搬できます。旧型ボンゴ
（バネット）の場合は 1ｃｍ程度しか空かないため、難易
度がさらに上がります。 
また、軽トラにも乗ります。なお、R150は公道を走る

ことはできませんので、道路を横断したいときは自動車
にて移動させてください。 
 なお、アルミブリッジ幅は爪式 35ｃｍを使用していま
す。 

 

R150 を載せても十分な荷室が確

保できています（右）。 

 

タイヤハウスからわずかしか空きが

ないように見えますが、十分の空き

です（下）。 

R150 本体   ﾊﾞｯﾃﾘｰ 2個 荷台 

新しくなりましたよ 

別売り 

ドローンレポートを 

ご希望の方は 

【無料】でお送り 

いたします。 

 
当社営業担当者または、 

営業部０２５－２１１－８５２０ 

（平日８：３０～１７：３０）、 

ｅ－ｍａｉｌは、sakamoto（at） 

vitalgreen.co.jpまで宜し

くお願い致します（atは＠。迷惑メ

ール防止のため変えています）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドローン 当社の取り組み 

XAG R150 
動画をチェック 

ドローン P30デモフライトも 
受付中！！直播・水稲除草剤・ 
穂肥・防除と多用途に使えます 

当社は XAG社製品の推進を通してスマート

農業の普及に向け活動しております。 

グループ会社で動物用医薬品卸売の株式会社

アグロジャパン（新潟市江南区）と共同で畜産関

連においてドローン等が活用できないか模索し

ております。 

また、県・市町村等関係機関へのデモンストレ

ーションを通して、スマート農業の普及にお役に

立てればと考えております（右写真は農業大学校

様にて）。 

農薬販売のノウハウを生かし、機械をより有効

に活用できるよう、的確な情報提供に努めており

ます。 

ドローン P30 

農業大学校学生様（右上）、妙法育成牧場（津南町；左上）での

デモフライト 

長野県でのりんごへの散布を視察（左下） 

ドローン向けの農薬資料（右下；当社制作） 

タンク容量 
増量作戦！ 

P30用の粒剤散布装置“JETSEED”は、タンク容量が 11Lです。 

肥料を入れるとおよそ 6.5kg程度で満タンになり、散布の効率性に課題がありました。 

当社では、タンクを縦に伸ばすべく金属板でタンクを挟んでみました。すると、容量は思い 

のほか増え、肥料なら 12kg程度まで積載することができました（本当はもうちょっといける 

と思いますが、機体に負担がかかるのでこの程度まで）。これまでの倍近くの容量になったこと 

で、散布効率がより向上すると思います（メーカー純正ではありません）。 

取付方法はシンプル。穴をあけてネジを締め、最後に内側からコーキングをして隙間をふさぎます。 

この金属板は購入できますのでご興味のある方はお問い合わせ下さい。 

ドローン P30の 2020版を数量限定にて販売を行っ

ております。基本性能は“P30 2019版”と同様ですが、

衝突回避レーダーが付属しておりませんので、必要に応じ

て追加をする必要があります。 

来年には新型機の発表も予想される中ではありますが、

機体の能力は十分なものだと考えております。 

なお、数量には限りがあり、稲刈り後全国各地で販売が

加速するものと予想され、販売予定数に達し終了すること

がありますので、ご興味のある方はお早めに検討されるこ

とをお奨めします。 

詳しくは当社セールスまでお問い合わせ下さい。 

 ドローン 完全手動に対応！ 

ドローン P30が手動飛行に対応するこ

とになりました。当社教官は本年中に教習

を受講する予定です。 

手動のリモコンは R150にも使用する

ACS2。RTK固定局の設置や移動局による

測量が不要で散布したいところにドローン

を持っていけば離陸から着陸まで全「手動」

で行います。 

教習は通常の 3日に加え 2日必要とな

る見込みです（教習料別途）。 

ドローンレポートを 

ご希望の方は 

【無料】でお送り 

いたします。 

 
当社営業担当者または、 

営業部０２５－２１１－８５２０ 

（平日８：３０～１７：３０）、 

ｅ－ｍａｉｌは、sakamoto（at） 

vitalgreen.co.jpまで宜し

くお願い致します（atは＠。迷惑メ

ール防止のため変えています）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月に販売が開始した R150。粒剤と草刈各バージョ

ンの機器見本が出展されました。草刈りバージョン（写真 

左）は草刈幅１ｍ、速度 0.5ｍ/ｓで走行しながら草刈りを行います。 

粒剤バージョンは 220Lの大型タンクで、２つの散粒口より撒いていきます。 

草刈や粒剤各バージョンへの付替えが面倒という方は、車体本体のみを追加す

ることで（１７０万円程度）運用できるものと思われます（RTKやコントローラーが

共通）。草刈や粒剤各バージョンは販売の予定は公表されておりません。 

タイヤ（大）は直径 65ｃｍ、幅 8ｃｍの薄型で、ぬかるんだ圃場での操作性が期

待できます。タイヤ（大）は既に販売を行っております。 

XAGJAPAN（兵庫県小野市）は、10月 13日～15日に行われた「農業

Week 国際ｽﾏｰﾄ農業 EXPO」（会場：幕張メッセ）に出展し、P30の後継機であ

る P40、2枚のプロペラでダウンウオッシュが強い V40、R150（農業用無人

車）など新製品を発表しました。 

V40 

P40 

【XAG社製品に関するお問い合わせは…】 
当社営業担当者または、本社営業部０２５－２１１－８５２０（担当：坂元；平日８：３０～１７：３０）、ｅ－ｍａｉｌは、sakamoto@ 
vitalgreen.co.jpまで宜しくお願い致します。  

ドローン担当坂元より R150が発売開始となりました。世界初の農業機械ということもあり、手探りの状況で動いております。
様々な場所でいろいろな可能性を見つけていきたいと思いますので、試験 
走行・散布のご要望を頂きますようよろしくお願いいたします。 
 

次回発行は来年 1月を予定しています 

ｽﾏｰﾄ農業 EXPO 

10/13～15開催 XAG ﾄﾞﾛｰﾝ新機種 P40・V40 製品発表 

ドローン  

R150  

P40・V４０ともに IP67レベルの防水防塵性能を誇 

り、ドローン自体で測量を行うことができます。上下方向

の障害物回避レーダーが前方に備わっています。また、コントローラーACS2で

自動だけでなく手動での操作が可能になっています。最大流量が１０L/分とこれ

まで以上に強力な散布になります。本体重量は２０ｋｇと P30に比べて４ｋｇ重く

なっていますが、スキッド・アームが金属製でより頑丈に作られています。 

P40は P30の後継機で 4枚羽のドローンです。液剤２０L搭載可能になって

おり、カメムシ剤であれば 2.5ha分が１タンクに収まります。 

V40は、２枚羽のドローンです。搭載容量は液剤で１６L、粒剤で２５Lと大容量

の搭載が可能です。アームは折りたたむことができるので運搬がしやすくなって

います。２枚羽ゆえ、ダウンウオッシュがより強力で飛散しにくい設計になってい

るということです。 

新型バッテリーは（写真下の中央のバッテリー）防水であり、専用発電機で高速

充電します。すべての製品で現在のところ販売の予定は公表されておりません。 

草刈 

（左から）新型バッ

テリー（中央）、粒剤

散布装置（2 枚）、ド

ローンで測量が可

能な機器。粒剤散布

装置はらせん状に

繰り出し、詰まりが

起きにくい印象。 

（左から）運

搬バージョ

ン、粒剤バ

ージョン。粒

剤バージョ

ンで肥料や

稲刈後の除

草剤を自動

で散布する

ことでより

省力化に繋

がります。 

ドローンレポートを 

ご希望の方は 

【無料】でお送り 

いたします。 

 
当社営業担当者または、 

営業部０２５－２１１－８５２０ 

（平日８：３０～１７：３０）、 

ｅ－ｍａｉｌは、sakamoto（at） 

vitalgreen.co.jpまで宜し

くお願い致します（atは＠。迷惑メ

ール防止のため変えています）。 


